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津
地
区

　その昔日本有数の港を有した津のまちは、宿場町、

城下町、そして県都として、時代とともにこの圏域

の中心的な役割を担ってきました。

　市内には、今も長い歴史を伝える文化財が数多く

残されています。こうして守り継がれた豊かな文化

と伝統は、これまで圏域を支え、支えられてきた交

流の絆として、新生「津市」へと受け継がれていき

ます。

　津市の贄崎海岸では、2005年に予定されている中

部国際空港の開港に合わせ、いち早くアクセス港の

建設に着工しました。世界に向けたさらなる発展の

可能性を秘めるとともに、将来への新たな文化の醸

成を予感させます。
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議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

①都市計画部会都市計画分科会の事　　　　①原案承認

　務事業調整方針について

②都市計画部会開発指導分科会の事　　　　②原案承認

　務事業調整方針について

③都市計画部会都市整備分科会の事　　　　③原案承認

　務事業調整方針について

④都市計画部会港湾海上アクセス・　　　　④原案承認

　海岸分科会の事務事業調整方針に

　ついて

⑤都市計画部会公園緑地分科会の事　　　　⑤原案承認

　務事業調整方針について

⑥都市計画部会建築指導分科会の事　　　　⑥原案承認

　務事業調整方針について

⑦建設部会幹線道路調整分科会の事　　　　⑦原案承認

　務事業調整方針について

⑧建設部会道路建設分科会の事務事　　　　⑧原案承認

　業調整方針について

⑨建設部会道路維持分科会の事務事　　　　⑨原案承認

　業調整方針について

⑩建設部会道路調査分科会の事務事　　　　⑩原案承認

　業調整方針について

⑪建設部会公営住宅分科会の事務事　　　　⑪原案承認

　業調整方針について

⑫建設部会建築分科会の事務事業調　　　　⑫原案承認

　整方針について

◆報告事項◆

議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

①各種事務事業の取扱いについて　　　　　①原案確認

　（学校教育関係その３）

②各種事務事業の取扱いについて　　　　　②原案確認

　（生涯学習関係その２）

【大規模改造事業】

　小・中学校の大規模改造事業は、合併と同時に新たに

制度を制定することが確認されました。

　現在各市町村の小・中学校では、老朽化に伴う設備な

どの改修を計画的に実施していますが、合併後は新市に

おける公立学校施設整備方針に基づき、基本計画や実施

計画を作成し、施設整備の順位を決めて実施します。

【耐震補強事業】

　小・中学校の耐震補強事業は、合併と同時に新たに制

度を制定することが確認されました。

◆協議事項◆

各種事務事業の取扱い

（学校教育関係その３）

各種事務事業の取扱い

（生涯学習関係その２）

第10回津地区合併協議会での議事

　９月25日、津市役所大会議室で第10回津地区合併協議

会が開催されました。

　報告事項では、都市計画部会と建設部会の12分科会の

事務事業調整方針を報告し、承認されました。

　協議事項では、小・中学校の耐震補強事業や教育集会

所の運営にかかわることなど学校教育関係と生涯学習関

係の一部を協議しました。

　また、新市まちづくり計画の原案に対して、前回の協議

会に引き続き、委員からさまざまな意見が出されました。

　協議された事項と結果は次のとおりです。

　現在各市町村では耐震補強事業の対象となる小・中学

校に対して、計画的に耐震診断を実施し、必要な耐震補

強工事を実施していますが、合併後は新市における公立

学校施設整備方針に基づき、基本計画や実施計画を作成

し、施設整備の順位を決めて実施します。

　なお、現在耐震補強事業の対象校で、耐震診断がまだ

実施されていない学校は、合併までに実施します。

【教育集会所運営】

　教育集会所の運営は、現行のまま新市に引き継ぐこと

が確認されました。

　現在７市町村で20カ所の教育集会所がありますが、各

施設や活動内容は合併後も現行どおり存続します。

【同和教育研究会補助】

　同和教育研究会などへの補助は、合併と同時に新たに

制度を制定することが確認されました。

　現在支援を行っている団体などへは、新しい行政区域

に合わせた合併を奨励していくとともに、新市全域を活

動区域とする連合組織へ支援を行っていきます。
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町、字の区域および名称の

取扱い

各種事務事業の取扱い

（農林水産関係その１）

慣行の取扱い（その１）

議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

①市民部会市民生活・広聴分科会の　　　　①原案承認

　事務事業調整方針について

②市民部会市民活動分科会の事務事　　　　②原案承認

　業調整方針について

③市民部会国際交流分科会の事務事　　　　③原案承認

　業調整方針について

④市民部会防災交通安全分科会の事　　　　④原案承認

　務事業調整方針について

⑤市民部会男女共同参画分科会の事　　　　⑤原案承認

　務事業調整方針について

⑥市民部会戸籍住民分科会の事務事　　　　⑥原案承認

　業調整方針について

⑦市民部会人権分科会の事務事業調　　　　⑦原案承認

　整方針について

⑧市民部会地域調整分科会の事務事　　　　⑧原案承認

　業調整方針について

⑨市民部会総合複合施設分科会の事　　　　⑨原案承認

　務事業調整方針について

⑩市民部会アスト・ポルタ分科会の　　　　⑩原案承認

　事務事業調整方針について

◆報告事項◆

議　題　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果

①町、字の区域および名称の取扱い　　　　①原案確認

　について

②慣行の取扱いについて（その１）　　　　　②原案確認

③各種事務事業の取扱いについて　　　　　③原案確認

　（農林水産関係その１）

④各種事務事業の取扱いについて　　　　　④原案確認

　（商工・観光関係その１）

⑤各種事務事業の取扱いについて　　　　　⑤原案確認

　（都市計画関係）

⑥各種事務事業の取扱いについて　　　　　⑥原案確認

　（建設関係その２）

⑦各種事務事業の取扱いについて　　　　　⑦原案確認

　（学校教育関係その４）　　　　　　（※一部継続協議）

◆協議事項◆

第11回津地区合併協議会での議事

　10月９日、津センターパレスで第11回津地区合併協議

会が開催されました。

　報告事項では、市民部会の10分科会の事務事業調整方

針を報告し、承認されました。

　協議事項では、前回の協議会で提案された町、字の区

域および名称の取扱いや各種事務事業の取扱いの中で農

林水産関係、商工・観光関係の一部などを協議しました。

　協議された事項と結果は次のとおりです。

【農林業関係の国県補助および市町村単独事業】

　農林業関係の国県補助および市町村単独事業は、合

併と同時に新たに制度を制定することが確認されまし

た。

　現在各市町村での農林業にかかわる国県補助および

市町村単独事業に対する市町村負担割合と受益者負担

割合には差があることから、合併後の新規事業は受益

者負担割合などを合併と同時に新たな制度で統一する

こととし、具体的な受益者負担割合などは合併までに

調整します。

　なお、合併前からの継続事業は、該当事業が終了す

るまでの間は、合併後も現行の受益者負担割合などを

適用する方向で調整します。

　また、施設維持管理事業は現行のまま新市に引き継

ぎます。

　町、字の区域は、現行どおりとし、町、字の名称は

津市以外の市町村は原則として従来の町、字名の前に

旧市町村名をつけた町名として、地域住民の意向を尊

重し調整することが確認されました。

　なお、町、字の名称の変更は、住民登録、登記、郵

便などの住民生活に大きく影響することから、新市移

行時に支障のないように調整します。

　市章、市民歌、市民憲章、市の木・花・鳥は、新市

において新たに定めることが確認されました。

活発な議論が交わされる
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各種事務事業の取扱い

（都市計画関係）

各種事務事業の取扱い

（学校教育関係その４）

各種事務事業の取扱い

（建設関係その２）

各種事務事業の取扱い

（商工・観光関係その１）

【日本体育・学校健康センター災害

共済給付事務】

　日本体育・学校健康センター災害

共済給付事務は、継続して協議する

ことになりました。

　現在各市町村での災害共済給付に

係る掛け金の保護者負担割合には差

がありますが、新市では年間で幼児

１人当たり　200円、児童・生徒１人

当たり 420円の掛け金を保護者が負

担するよう調整することが提案され

ています。

【遠距離通学費補助金】

　遠距離通学費補助金は、合併と同

時に新たに制度を制定することが確

認されました。

　現在１市２町１村では旧村合併や

学校の統廃合、スクールバスの運行

事情などの理由から、地区や対象者

を限定して遠距離通学費補助金を交

付しています。

　新市では現在対象となっている地

区や条件に該当する生徒に限り補助

制度を継続します。

　なお、補助内容は通学距離や地域

の実情などを考慮し、新たに基準を

設けます。

【漁港整備事業】

　漁港整備事業は、現行のまま新市

に引き継ぐことが確認されました。

　現在香良洲町で行われている国の

継続事業は現行のまま新市に引き継

ぎます。

　また、現在各市町村で該当する事

業はありませんが、県単独事業では

受益者負担割合に差があることから、

新市で県単独事業が採択された場合

は、受益者負担割合などに対する統

一した考え方に基づいて事業を行い

ます。

【商工会議所など事業補助】

　商工会議所などへの事業補助は、

合併後３年程度で随時調整すること

が確認されました。

　商工会議所などへの事業補助は、

各商工会議所などの合併状況を見据

えながら、合併後３年程度で新たに

統一した基準による補助制度を制定

します。

　ただし、新たな補助制度を制定す

るまでの間も、現在の補助金額を踏

まえた暫定的な交付基準を設け運用

していきます。

【企業立地奨励金関係】

　企業立地奨励金関係は、合併後１

年以内程度で、新市に移行後速やか

に調整することが確認されました。

　現在９市町村で企業立地の促進に

かかわる奨励制度などがありますが、

合併時には現在の各市町村の奨励制

度などを現行のまま存続し、合併後

１年程度で新しい制度を制定します。

　なお、新しい制度が制定されるま

でに立地した企業などに対しては、

各市町村の該当する奨励制度などの

期間が終了するまで、その内容を暫

定的に適用します。

【花火大会、各種祭り】

　花火大会と各種祭りは、現行のま

ま新市に引き継ぐことが確認されま

した。

　現在各市町村で行われている花火

大会、各種祭りなどで、地元主導に

よる実行委員会などの方式により行

われるものは、合併後も引き続き支

援を行っていきます。

【市町村都市計画審議会】

　都市計画審議会は合併と同時に津

市の例により調整することが確認さ

れました。

　現在２市４町で都市計画審議会が

設置されていますが、新市では新た

な条例化のもと審議会を設置し、学

識経験者などの委員の選定を行いま

す。

【開発指導要綱】

　開発指導要綱は、合併と同時に津

市の例により調整することが確認さ

れました。（なお、開発負担金につ

いては、廃止の方向で調整します。）

　現在各市町村での開発指導要綱の

取り扱いが異なるため、要綱の適用

対象や内容について調整を図ります。

【市町村道の路線認定、変更、廃止】

　市町村道の路線認定や変更、廃止

は、新市に移行後も当分の間現行の

とおりとし、合併後３年程度で随時

調整することが確認されました。

　現在市町村道に認定されている道

路は、新市の市道として引き継ぎま

す。合併後は新たに基準を作成し、

統一的な認定作業を行っていきます。

　また、認定時期は原則年１回とし

ます。

【道路建設事業などの受益者負担】

　道路建設事業などの受益者負担は、

合併と同時に津市、久居市、香良洲

町の例により調整することが確認さ

れました。

　現在各市町村において認定された

道路の新設改良や維持事業に係る受

益者負担割合には差がありますが、

新市では市道に認定された道路は、

受益者負担を求めないこととします。
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　美里村で村議会議員選挙が行われ、

協議会委員に変更がありました。

新市まちづくり計画策定などにかかる

住民意見交換会の結果

市町村名 参加者数（人）

津　　　市

久　居　市

河　芸　町

芸　濃　町

美　里　村

安　濃　町

香 良 洲 町

一　志　町

白　山　町

美　杉　村

合　　計

115

172

103

78

33

62

56

118

54

113

904

住
民
意
見
交
換
会
の
参
加
者
数

津地区合併協議会委員

　合併協議会では、新市まちづくり

計画の原案などに対してご意見をい

ただくため、９月から10月にかけて

各市町村で住民意見交換会を開催し

ました。

　意見交換会では各市町村合わせて

900人を超えるご参加をいただき、た

くさんのご質問、また貴重なご意見

やご要望をいただきました。

　主なご質問やご意見などは次のと

おりです。

○　新市まちづくり計画は何年後を

　想定した計画か。

答　新市まちづくり計画は、ハード、

　ソフト事業を含めた平成17年度か

　ら平成26年度までの10年間の新市

　の基本的なまちづくりの方向を示

　した計画になっています。

○　構成市町村内には同じような施

　設がいくつもあるので、有効活用

　を図るとともに、縮小できるもの

　は縮小すべきでは。

答　それぞれの施設は現在住民のみ

　なさんが利用しており、縮小は難

　しい面がありますが、重複する施

　設の有効活用は合併効果の一つで

　もあることから、検討すべき重要

　な課題であると考えています。

○　過疎対策に対する考え方はある

　のか。

答　過疎化を防ぐには産業を活性化

　し、就業の場を確保することが重

　要であると考えており、特に20代、

　30代の若者の流出を抑える産業施

　策などを検討していきたいと考え

　ています。

○　地域審議会の設置はどのように

　考えているか。

答　地域審議会については、今後合

　併協議会で協議されますが、各市

　町村から設置してほしいという強

　い要望があります。

○　具体的な事業よりも財政状況を

　示してほしい。

答　財政計画は現在検討中ですが、

　主な事業などは財政状況を把握し

　ながら検討していく必要があり、

　できるだけ早く公表していきたい

　と考えています。

○　行政サービスが低下しないよう

　な施策を実施してほしい。

○　10の市町村が手をつなげるよう

　な心のこもった施策を検討してほ

　しい。

○　文章の表現が難しく、住民と行

　政との協働を進めていくのであれ

　ば、もっと分かりやすい表現にな

　るように工夫してほしい。

※　詳しい内容は、ホームページで

　ご覧いただけます。

意見交換会の様子

市町村名 役　　　　職 氏　　名

美里村 市町村合併調査特別委員会委員長 永　田　　正

　合併協議会では、新市まちづくり計画（原案）の

閲覧を８月21日から10月10日まで、各市町村の合併

担当部課やホームページなどで行ってきました。

　閲覧中は、各市町村で行われた住民意見交換会を

はじめ、お便りやＥメールなどで、みなさんからた

くさんの貴重なご意見・ご要望をいただき、ありが

とうございました。

　今後成案に向け策定作業を進めていきますが、頂

いたご意見などは、できる限り計画の中に反映させ

ていきます。

新市まちづくり計画（原案）の閲覧を終了
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お便りのご紹介

〈平成15年９月１日から９月末日到着分まで（件）〉

　市町村合併について、協議会事務局にたくさんのご意

見・ご要望をいただきありがとうございます。

　お便りの中から、要約整理してご紹介します。

市町村名

津　　　市

久　居　市

河　芸　町

芸　濃　町

美　里　村

安　濃　町

香 良 洲 町

一　志　町

白　山　町

美　杉　村

不　　　明

合　　　計

４月分から
の　合　計

23

13

10

2

−

5

1

3

3

7

2

69

500

12

9

6

−

−

5

1

3

3

5

−

44

313

11

4

4

1

−

−

−

−

−

2

−

22

159

−

−

−

1

−

−

−

−

−

−

2

3

28

−

−

1

−

−

−

−

−

−

−

−

1

7

3

1

1

−

−

−

−

−

−

−

−

5

40

6

3

−

−

−

−

−

−

−

2

−

11

52

7

−

1

1

−

1

1

−

−

1

−

12

90

−

1

4

−

−

3

−

−

1

1

−

10

134

4

7

2

−

−

1

−

2

2

2

−

20

113

−

−

−

−

−

−

−

1

−

−

−

1

9

3

1

1

1

−

−

−

−

−

1

2

9

55

お便り
件　数

男 女 不明
29歳
以下

30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
80歳
以上

不明

・各市町村の水道料金の格差が大きいようですが、料

　金が上がらないようにしてほしい。

・バリアフリー先進市を目指し、福祉面での充実のた

　めに、新市で独自のサービスを立ち上げることも良

　いのではないでしょうか。

・合併する10市町村の圏域らしいまちづくりとして、

　美しい自然を残した地球環境にやさしいまちとして

　統合してほしい。

・児童福祉の面からも学童保育の存続を強く希望しま

　す。

・現在の厳しい行財政運営の中、合併することの原点

　に立ち、議会議員の選挙は特例は適用しないで合併

　と同時に選挙をし、住民の期待と信頼に支えられた

　夢と希望の持てる新市のスタートをすべきです。

・合併後は新市長、新議員と地域審議会による住民中

　心の新しいまちづくりの推進を念願します。

・新市では全国が注目するような若い世代が参画する

　まちづくりを目指すべきです。

・現在県内にはいくつかの市民病院がありますが、新

　市では合併を機にぜひ設立を検討してほしい。

・行政機能を徹底的に簡素化するとともに、住民の知

　恵と力である各種ＮＰＯ組織と行政の一体化を図る

　こと。

・新市まちづくり計画で重要なことは幹線道路の充実

　であり、新市への中心部への道路整備と各地域を結

　ぶための各市町村付近の道路改良を優先すべきであ

　る。

・地場産業の活性化は、失業者を減らすことからも重

　要な施策と考えます。

・圏域内でも犯罪が増加していますが、圏域が大きい

　新市では、地域ボランティアによる交番のような施

　設を作るべきと考えます。

・新市の移行に伴うオンラインのトラブルは絶対に起

　こらないようにするとともに、現場の担当職員への

　研修を徹底してほしい。

・合併して歳入が増えても、公共事業などの借金や新

　しい課税がされるのではないか不安です。

＊　紙面の都合上、お寄せいただきましたお便りの一

　部しか掲載できませんが、ホームページでもご紹介

　していますのでご覧ください。
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︵
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ご協力ありがとうございました。

▼ご意見欄

市町村合併について

　　ご意見・ご要望を

　　　　お寄せください

　津地区合併協議会では、住民のみなさんから市町

村合併に関する幅広いご意見やご要望をいただきな

がら、今後の協議に役立てたいと考えています。

　すでに多くのご意見をお寄せいただいております。

こうしたご意見は、事務局で取りまとめ、今後の紙

面でできる限りご紹介していきます。

●性別　　男　・　女　　　　●年齢　　　　歳

●住所　　津　市　・　久居市　・　河芸町

　　　　　芸濃町　・　美里村　・　安濃町

　　　　　香良洲町・　一志町　・　白山町

　　　　　美杉村　・　その他（　　　　）

▼次のご意見を公表してもよろしいですか

　　　　　は　い　　・　　いいえ

●合併の方式

●合併の期日

●新市の名称

●新市の事務所の位置

○財産の取扱い

○議会の議員の定数及び任期の取

扱い

○農業委員会の委員の定数及び任

期の取扱い

★地方税の取扱い

○地域審議会の取扱い

○一般職の職員の身分の取扱い

○特別職の職員の身分の取扱い

○条例、規則等の取扱い

○事務組織及び機構の取扱い

○一部事務組合等の取扱い

★使用料、手数料等の取扱い

○公共的団体等の取扱い

○附属機関の取扱い

○補助金、交付金等の取扱い

●町、字の区域及び名称の取扱い

★慣行の取扱い

○国民健康保険事業の取扱い

○介護保険事業の取扱い

○消防団の取扱い

◎自治会等の取扱い

　各種事務事業の取扱い

　◎男女共同参画関係

　◎人権施策

　◎国内・国際交流関係

　●電算システム関係

　○広報広聴関係

　★納税関係

　★消防防災関係

　○交通関係

　◎窓口業務

　○保健衛生関係

　○診療所(直営）

　○障害者福祉事業

　○高齢者福祉事業

　○児童福祉事業

　○生活保護事業

　○その他の福祉関係

　★ごみ対策関係

　★環境対策関係

　★農林水産関係

　★商工・観光関係

　★都市計画関係

　★建設関係

　○下水道事業

　○上水道事業

　●市立学校の通学区域

　★学校教育関係

　○文化振興関係

　★生涯学習関係

　○社会福祉協議会

　○その他

○新市建設計画

　●基本方針がすべて確認された項目

　★基本方針が一部確認された項目

　◎提案された項目

　○今後協議される項目

合
併
協
定
項
目

　
津
地
区
合
併
協
議
会
で
は
、
協
議
会
規
約
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
合
併
す
る
た
め
に
必
要
な

次
の
項
目
︵
合
併
協
定
項
目
︶
に
つ
い
て
現
在
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
協
議
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
合
併
協
議
会
だ
よ
り
の
各
号
で
住
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
合
併
協
定
項
目
は
変
更
や
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
協
議
の
進
ち
ょ
く
状
況
◆

︵
平
成
15
年
10
月
９
日
現
在
︶

1511

印
の
見
方



合併協議会だよりは古紙配合率
100％の再生紙を使用しています。

ご住所

お名前

※差し支えなければ、ご記入ください。

料金受取人払

津中央局

承　　認

差出有効期間

平成17年３月

末日まで有効

　●切手不要

1273
津市西丸之内23番１号

津地区合併協議会事務局　行

（津リージョンプラザ３階）

5 1 4 8 7 6 5 ︵
　
切
　
り
　
取
　
り
　
線
　
︶

（　山　折　り　）

〜みんなで考えよう！市町村合併〜

　市町村合併についてのご意見・ご要望を事務局まで

お送りください。

　裏面のご意見欄と所定のアンケート項目にご記入の

上、点線部分に沿って切り取ると返信用の封筒になり

ます。

　下図のように二つ折りにしてのり付けした上で、郵

送してください。（切手は必要ありません）

→の
り
し
ろ

のりでとめてください。切り取り線に沿ってページ
から切り離します。

山折り

返信用封筒の作り方

津市西丸之内23番１号

津地区合併協議会事務局　行

（津リージョンプラザ３階）

5 1 4 8 7 6 5

10月４日　　久居市の久居まつりで啓発活動を実施

　　６日　　美里村で意見交換会を開催

　　９日　　第11回津地区合併協議会を開催

　　12日　　津市の津まつりで啓発活動を実施

　　23日　　第12回津地区合併協議会を開催

　　26日　　白山町のふれ愛フェスタで啓発活動を

　　　　　　実施

　　31日　　第５回新市建設計画策定懇話会を開催

11月１日　　合併協議会だより第９号を発行

最近の動き

編集/発行

津地区合併協議会事務局
（津リージョンプラザ３階）

〒514−8611　津市西丸之内23番１号

☎059（229）3450／FAX059（229）3451

Eメール　gappei@city.tsu.mie.jp

ホームページ　http://www.tsu-gappei.jp

●第13回津地区合併協議会

と　き　11月６日（木）、午後６時〜

ところ　久居市総合福祉会館大会議室（３階）

●第14回津地区合併協議会

と　き　11月20日（木）、午後６時〜

ところ　久居市総合福祉会館大会議室（３階）

　津地区合併協議会では、協議会を公開で行ってい

ます。会場に傍聴席を設けていますので、受付でお

申し出ください。

　なお、合併協議会に提出された資料は、合併協議

会事務局および構成市町村の合併担当部課やホーム

ページで閲覧できます。

協議会の開催予定

合併協議会を

　　傍聴しましょう

〈８〉


